
 
 
 

<りゅうち場（１階）> 

                                                 

<ふく原
げ ん

会議室
か い ぎ し つ

>  

○じゅうたん 

 →1 はり 1 はり、手ぬいでつくってあるよ。 

○「いす」と「つくえ」をふく原
げん

(昔のようすにもどすこと) 

→かべにはってあるかべ紙、天じょうも 

 

 

 

<第 3 じょうせつてんじ室> 

○外国のたて物の形が、取り入れられるようになった。 

○大正時代から昭和時代になると、レンガづくりのほかに鉄

こつ、鉄きんコンクリートづくりのたて物がふえてきた。 

 

 

<第 5 じょうせつてんじ室> 

○名古屋は、さん業の発てんとともに大きくなった。 

 明治
め い じ

のはじめのころは、ちょうちん・せんす・組ひもなど、 

手でつくるさん業がさかえた。 

 

○そのあと外国のぎじゅつが伝えられ、大きなきかいを使った

さん業(糸をつくる、ぬのをおる)が、発てんした。 
 

○マッチ・セメントをつくる→自動車づくりなどがさかんに 

 メモ 

<中央階だん室> 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○音がひびくのでコンサートなどもやるよ。 

→手をたたいてみよう。 

 
名古屋の 

〇６つの「姉妹友こう都市」 

・きゅう食の「姉妹友こう都市メニュ

ー」を、思い出そう。 

 

○せんそうでやけたまちを、つく

りなおす。 

・「昭和１２年のまちなみ」と 

「平成元年
がんねん

・１９年のまちなみ」 

→ちがうところは? 

○大理石
だ い り せ き

でできた手すり 

→貝の化石もあるよ。  
 

○ステンドグラス 

(きれいなもようや、絵が 

えがかれた色つきガラス) 

→ 

メモ 

○昔、さいばんを受ける人が入った
とされる場所 

 
・ざっきょぼう 

(たくさんの人が入る部屋) 
・どくぼう 

(一人部屋) 
 
→中から開かないドア 

   

メモ 

メモ 

<第 6 じょうせつてんじ室> <第 3 じょうせつてんじ室> 

<第 5 じょうせつてんじ室> 

<第 7 じょうせつてんじ室> 

 

○明治
め い じ

のころの 

 ほうてい    

 

○今のほうてい  

歩くと 
フカフカ! 

<たて物> 

                    ○レンガ・コンクリート(すな・石 

をセメントでかためたもの)で、 

できている。 

○右と左が同じ形 

○「さいばん所」として、 

1922 年にできた。 

○国のじゅうよう文化ざい 

                      →大切にする気持ちで 

                      見学しよう。                                     

メモ 

 

 

 

   
 

 

 

○1889 年に名古屋市たんじょう 

○まわりの町や村をくっつけて、 

大きくなってきた。 

<第 4 じょうせつてんじ室> 

  

  

３階のあん内図 

ふく原会議室 

第 4 じょうせつ 

てんじ室 ★ 

第 8 じょうせつ 

てんじ室 

第 6 じょうせつ 

てんじ室 

★ 

第 5 じょうせつ 

てんじ室★ 

第 3 じょう

せつ 

てんじ室 

第 7 じょうせつ 

てんじ室 

中央階だん室 

中央階だんを 

おりて１階へ 

 

名古屋市のうつ

りかわり１ 

名古屋市のうつ

りかわり 2 

第９じょう 

せつてんじ室 
第１０じょう 

せつてんじ室 

★ 

第１１じょうせつ 

てんじ室 

※ ★の部屋では、さつえいは

できません。 

  
トイレ トイレ 

夜はライトアップ
されているよ！ 

何が、えがかれ
ているのかな？ 

ざっきょぼう 

どくぼう 

何でかな？ 

休
け
い
室 

 
休けい室 

メモ 

エ レベ
ーター 

第１じょうせ

つてんじ室  

（第２じょうせつてんじ室）  

第１じょうせつてんじ室に、
たて物のもけいがあるよ！ 

（第８）→ 

（第９）→ 

<第 8・第９じょうせつてんじ室> 

 

組   名前 

<だんの上> けんさつかん さいばんかん 

<だんの下>       ひこく人 べんご人 

<だんの上>     さいばんかん 

<だんの下> けんさつかん ひこく人 べんご人 

この写真のほうていは、 
明治のころ？ 今？ 


